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一
元
年
六
月
家
総
七
十
石
加
恩
あ
り
て
百
七
十
石
賜
は
り
、
改
作
奉
行

陀
一
時
じ
、
寅
暦
三
年
六
十
一
歳
に
て
疲
す
。
奮
器
七
世
大
路
公
・
八
世

織
徳
公
商
代
の
侍
蹄
酬
を
勤
め
、
元
文
元
年
八
月
延
享
二
年
七
月
雨
皮

建
言
し
て
政
務
の
可
非
を
議
せ
り
。
中
に
も
延
享
の
建
言
に
付
き
審

公
よ
り
親
簡
を
賜
は
り
.
共
の
志
を
褒
賞
せ
ら
る
。

伊
藤
津
兵
衛
迄
指
越
候
一
一
封
.
令
訟
見
-
侯
.
械
に
三
州
之
政
要
不
v

過
‘
之
畳
.
憐
入
候
也
.

七
月
廿
丸
日

判

大
地
新
八
郎
殿

霊

坂

此
の
坂
は
.
小
立
野
よ
り
新
堂
形
前
へ
通
行
す
る
道
路
に
て
、
坂
名

を
品
川
谷
、
或
は
修
理
谷
・
尻
谷
な
ど
書
け
り
。
元
総
六
年
士
艇
に
尻

谷
と
見
h
、
享
保
九
年
士
艇
に
は
大
修
理
谷
と
あ
り
。
此
の
坂
路
の

傍
よ
り
小
勝
町
へ
下
る
坂
路
を
ば
‘
小
尻
谷
と
呼
べ
り
。
故
に
大
尻

谷
と
も
呼
ぺ
り
。
童
詩
に
も
大
尻
谷
や
.
小
尻
谷
と
い
へ
り
。
松
雲
公

年
譜
に
し
り
た
れ
坂
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
昔
小
立
野
山
林
た
り
し

頃
.
此
の
坂
路
星
人
の
樵
道
た
り
し
頃
の
遺
名
た
ら
ん
か
。
或
は
云

ふ
。
此
の
坂
従
前
は
坂
路
よ
り
水
し
み
出
で
、
夏
季
と
い
へ

E
も
乾

。
尻

四

か
宇
。
ゆ
ゑ
に
汁
霊
坂
と
呼
べ
り
と
。
背
は
し
り
た
れ
坂
と
呼
び
た

る
を
、
今
は
し
り
た
に
と
い
ふ
と
も
い
へ
り
。
和
訓
架
に
.
谷
を
た

に
と
訓
め
る
は
垂
の
義
、
山
の
危
だ
り
を
い
ふ
也
と
あ
り
0
・
組
尾
飽

に
、
一
鏡
花
云
ふ
。
何
の
修
理
と
か
云
ふ
人
此
の
地
漣
に
居
住
す
。

故
に
修
理
谷
と
も
い
ふ
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
此
の
一
一
読
は

修
理
谷
と
書
け
る
文
字
に
披
つ
て
の
附
曾
な
る
ぺ
し
。
此
の
坂
文
政

前
迄
甚
だ
遺
路
悪
し
き
験
坂
た
り
し
か
ど
、
竹
滞
殿
建
築
に
付
き
、

文
政
三
年
八
月
庚
坂
よ
り
尻
谷
往
来
の
通
路
を
止
め
ら
れ
.
此
の
時

坂
路
を
取
庚
め
ら
れ
、
今
の
如
く
成
り
‘
同
年
九
月
よ
り
庶
人
通
行

始
る
と
ぞ
。

。
小
尻
谷
坂

或
は
小
升
谷
.
ま
た
小
尻
重
坂
友

E
書
け
り
。
犬
尻
谷
に
封
し
た
る

名
目
に
て
、
元
総
六
年
士
般
に
、
尻
谷
・
小
尻
谷
と
並
ぺ
載
せ
た
れ

ぽ
、
元
秘
前
よ
り
の
名
綿
な
る
と
と
知
ら
れ
け
り
。
此
の
坂
は
尻
谷

通
り
よ
り
小
勝
町
へ
下
る
一
僚
の
坂
名
た
り
し
か
ど
、
陵
藩
後
そ
の

並
び
に
ま
た
一
僚
の
坂
路
を
付
け
、
今
は
二
僚
の
坂
路
あ
り
て
、
共

に
名
を
小
尻
谷
と
は
呼
ぺ
り
。
按
宇
る
に
.
延
貨
の
金
樺
聞
に
‘
大

尻
谷
と
呼
ぺ
る
坂
路
の
傍
た
る
坂
路
を
ぽ
‘
新
坂
と
書
き
載
せ
た

り
。
此
の
坂
路
の
下
は
今
一
式
ふ
小
終
町
怠
る
ょ
し
た
れ
ば
、
新
坂
は

即
ち
今
い
ふ
小
尻
谷
の
坂
K
τ
、
延
貨
の
頃
陀
新
た
に
付
け
ら
れ
し

ゅ
ゑ
に
、
新
坂
と
は
呼
び
た
る
な
る
べ
し
。
然
る
に
此
の
坂
、
尻
谷

坂
の
傍
に
て
小
坂
た
り
し
故
民
、
小
尻
谷
と
は
呼
ぴ
そ
め
た
る
も
の

な
ら
ん
か
。

O
小

尻

谷

町

此
の
町
は
、
小
尻
谷
坂
の
近
接
に
小
家
あ
る
を
呼
べ
り
。
此
の
町
名
・

元
秘
以
来
の
地
子
町
裁
許
附
等
に
も
記
載
せ
守
。
駿
落
後
此
の
地
議

武
土
地
を
質
却
し
て
、
小
家
共
を
建
て
た
り
。
共
の
後
此
の
町
名
を

稽
し
そ
め
た
る
も
の
な
り
。

0 
柵

跡

門

奮
藩
中
は
尻
谷
坂
の
下
よ
り
城
中
石
川
門
口
へ
の
往
来
K
、
栂
御
門

と
綿
し
、
惣
門
あ
り
て
足
駿
呑
所
を
置
け
り
。
慶
穫
の
時
拷
門
と
共

に
股
止
せ
ら
る
。
按
や
る
に
、
此
の
門
は
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る

延
貸
元
年
十
二
月
の
寄
付
に
、
土
清
水
御
築
磁
御
園
よ
り
や
ら
い
御

門
迄
道
程
一
塁
と
見
h
.
十
二
世
定
書
割
場
都
城
外
掃
除
町
場
付

に
‘
新
坂
栂
御
門
と
あ
り
て
、
本
名
は
新
坂
柵
門
と
い
へ
り
。
延
貨

の
金
津
園
を
考
ふ
る
に
、
今
一
宮
ふ
小
尻
谷
坂
を
ぽ
新
坂
と
載
せ
た
り
。
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此
の
坂
の
遜
た
る
門
た
り
し
故
に
‘
新
坂
の
名
を
負
へ
る
た
る
べ

?
ν
o
 

O
山
本
瀬
兵
衛
奮
邸

延
演
の
金
津
聞
に
衣
に
描
け
る
如
〈
載
せ
た
り
。

山
本
基
廠
の
微
妙
公
夜
話
鍬
に
云
ふ
。
山
本
瀬
兵
衛
屋
敷
拝
領
願
書

指
上
げ
L

る
底
、
屋
敷
歩
数
は
身
上
営
り
程
有
v
之
哉
と
御
帯
也
。
不

足
は
仕
候
へ
ど
も
御
誠
を
も
廻
り
候
様
被
昌
仰
付
-
候
故
、
遠
方
は
迷

惑
仕
候
問
、
御
披
涯
を
願
候
よ
し
申
上
侠
へ
ば
、
小
身
者
は
背
茶
一

本
も
植
申
底
無
v
之
而
は
不
ν
成
も
の
也
。
披
の
は
づ
れ
可
v
有
v
之
‘
宮

内
見
計
と
ら
せ
可
v
申
由
御
意
に
て
、
御
城
代
小
幡
宮
内
被
v
出
見
分

有
v
之
.
此
遇
可
v
被
v
下
と
細
引
被
昌
純
一
波
-
た
り
。
只
今
私
ま
で
住
居
の

屋
敷
地
に
て
‘
如
v
此
細
成
事
ま
で
も
御
心
付
被
v
遊
た
り
と
。
亡
父

瀬
兵
衛
哨
申
。
と
あ
り
。
右
居
邸
の
地
景
、
延
貸
金
津
聞
に
記
載
有
v

之
。
地
境
の
趣
を
以
て
利
常
卿
の
思
食
の
程
遠
察
す
ぺ
し
。

。
山
本
久
助
健

山
本
氏
系
鵡
に
一
式
ふ
。
本
国
近
江
‘
本
首
三
段
崎
氏
也
。
始
抱
三
段
崎

港
江
守
高
景

e

足
利
掌
氏
将
軍
之
時
世
.
奉
=
仕
子
足
利
家
コ
一
世
三
段

崎
喉
景
.
三
世
三
段
崎
景
通
，
稽
弾
正
忠

e

四
世
三
段
崎
景
俊
.
五
世

五




